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新
潟
ブ
ラ
ン
ド
い
ち
ご

　

「
越
後
姫
」

　
１
月
中
旬
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
新
潟
の
冬
、

そ
し
て
雪
に
覆
わ
れ
る
大
地
の
中
で
、
こ
の

ハ
ウ
ス
の
中
だ
け
は
新
潟
県
の
３
月
下
旬
か

ら
４
月
上
旬
の
平
均
気
温
10
℃
前
後
に
保
た

れ
て
い
る
。
三
条
市
栄
地
区
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
『
に
い
が
た
フ
ー
ド
ブ
ラ
ン
ド

越
後
姫

』
は
、
平
成
８
年
に
生
ま
れ
た

新
潟
ブ
ラ
ン
ド
い
ち
ご
で
す
。「
可
憐
で
み
ず

み
ず
し
い
新
潟
の
お
姫
様
の
よ
う
だ
」
と
い

う
こ
と
か
ら
「
越
後
姫
」
と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
特
徴
は
大
粒
で
ジ
ュ
ー
シ
ー
、
そ
し

て
酸
味
が
少
な
く
甘
味
が
強
く
、
果
肉
が
軟

ら
か
い
の
が
特
徴
。
栽
培
さ
れ
て
い
る
方
に

お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
収
穫
は
２
月
か
ら
６

月
位
ま
で
だ
そ
う
で
す
。

　
現
在
は
外
気
温
が
低
い
た
め
灯
油
の
ボ
イ

ラ
ー
で
ハ
ウ
ス
の
中
を
10
℃
位
に
保
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
今
冬
は
灯
油
代
が
昨
年
の
半

分
位
な
の
で
少
し
は
助
か
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
昨
年
の
よ
う
な
高
い
灯
油
代

で
も
「
い
ち
ご
の
値
段
は
上
が
ら
な
い
ん
で

す
よ
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
、
た
い
へ
ん
な
ん

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
の
中
で
は
、

ミ
ツ
バ
チ
が
飛
び
交
い
、
も
う
少
し
す
る
と

真
っ
赤
な
い
ち
ご
と
白
い
可
憐
な
花
、
そ
し

て
葉
っ
ぱ
の
緑
が
私
た
ち
の
目
と
舌
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。     

　（
桒
原
）
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昨
年
５
月
１

日
農
業
委
員
会

総
会
の
互
選
会

に
お
き
ま
し
て
、

会
長
代
理
の
大

役
を
仰
せ
つ
か

る
こ
と
に
な
り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
長
代
理
と
し
て
が

ん
ば
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
三
条
市
の
農
業
は
も
と
よ
り
我
が
国

の
農
業
は
従
事
者
の
高
齢
化
、
担
い
手

不
足
な
ど
将
来
は
不
安
だ
ら
け
で
す
。

国
は
様
々
な
政
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
衰
退
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

三
条
市
の
農
業
が
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る

の
か
。
国
際
競
争
の
中
、
生
き
残
れ
る

の
か
な
ど
、
不
安
材
料
は
多
々
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
農
地
中
間
管
理
事
業

な
ど
を
活
用
し
た
農
地
集
積
が
進
ん
で

い
る
も
の
の
、
一
方
で
耕
作
放
棄
地
が

拡
大
す
る
な
ど
問
題
は
深
く
広
く
複
雑

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
厳
し
い
中
、
私
た
ち
農
業
委
員
は

経
営
安
定
の
た
め
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
11
月
13
日
國
定
市

長
に
平
成
28
年
度
三
条
市
農
林
関
係
施

策
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
要
望
項
目
は
地
域
農
業
の
活
性
化
対

策
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
農
林
土

木
施
設
の
整
備
、
環
境
に
や
さ
し
い
安

心
・
安
全
な
農
業
、
米
政
策
の
着
実
な

推
進
、
地
産
地
消
・
食
農
教
育
の
推
進
、

果
樹
栽
培
農
家
に
対
す
る
助
成
措
置
、

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
、
林
業
の
振
興
、

農
業
委
員
会
活
動
の
10
項
目
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
う
ち
、「
地
域
農
業
の
活
性
化

対
策
」
で
は
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
を
使
い
勝
手
の
い
い
も
の
に
し
て
ほ

し
い
。「
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」
で
は
、

認
定
農
業
者
等
が
安
心
し
て
農
業
経
営

が
維
持
で
き
る
よ
う
資
金
・
施
設
・
機

械
な
ど
の
支
援
対
策
、
新
規
就
農
者
の

参
入
・
定
着
化
に
向
け
た
支
援
体
制
の

構
築
な
ど
を
要
望
、「
環
境
に
や
さ
し

い
安
心
・
安
全
な
農
業
」
で
は
、
良
質

な
土
壌
改
良
剤
の
原
料
と
な
る
籾
殻
の

有
効
活
用
を
要
望
、「
有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
」
で
は
、
駆
除
の
回
数
の
増
加
に

伴
い
猟
銃
の
弾
の
負
担
も
大
き
い
の
で

補
助
を
要
望
、「
果
樹
栽
培
農
家
に
対

す
る
助
成
措
置
」
で
は
、
洋
ナ
シ
「
ル

レ
ク
チ
ェ
」
の
セ
イ
ヨ
ウ
ナ
シ
褐
色
斑

点
病
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か

ら
農
薬
代
な
ど
の
補
助
を
要
望
し
ま
し

た
。

　
要
望
に
対
し
、
國
定
市
長
は
籾
殻
の

活
用
に
つ
い
て
は
問
題
意
識
を
も
っ
て

お
り
、
堆
肥
化
セ
ン
タ
ー
の
稼
動
率
が

当
初
の
見
込
み
ど
お
り
に
な
っ
て
い
な

い
中
、
籾
殻
の
堆
肥
化
を
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
と
話
を
さ
れ
、
使
い
勝

手
の
い
い
交
付
金
に
つ
い
て
は
研
究
し

て
み
ま
す
な
ど
と
前
向
き
に
対
応
い
た

だ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　（
佐
藤
）

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
有
効
か
つ
効

率
的
な
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
の
結
果
を
元
に
、
平
成
27
年
12
月
、

遊
休
農
地
の
所
有
者
に
対
し
今
後
の
農
地
利

用
の
意
向
を
確
認
し
ま
し
た
。
地
主
の
高
齢

化
、
受
け
手
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
等
で
遊
休

農
地
と
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う

で
す
。
農
地
に
関
す
る
こ
と
は
お
気
軽
に
農

業
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
利
用
意
向
調
査
の
対
象
農
地

•
１
年
以
上
に
わ
た
り
耕
作
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
後
も
耕
作
さ
れ
る
見
込
み
が
な
い
農
地

•
周
辺
の
農
地
と
比
べ
て
、
利
用
の
程
度
が

著
し
く
劣
っ
て
い
る
農
地

　
遊
休
農
地
の
解
消
策

①
農
地
中
間
管
理
事
業
を
利
用
す
る
。

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
が
対
象
で
、
要
件

を
満
た
せ
ば
機
構
集
積
協
力
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

②
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
が
行
う
農
地

所
有
者
代
理
事
業
を
利
用
す
る
。

農
地
所
有
者
代
理
事
業
と
は
、
農
地
利
用
集

積
円
滑
化
団
体
で
あ
る「
に
い
が
た
南
蒲
農
業

協
同
組
合
」
に
委
任
登
録
し
て
、
農
地
を
貸
す

か
売
る
相
手
先
を
探
し
て
も
ら
う
事
業
で
す
。

③
自
ら
所
有
権
の
移
転
又
は
賃
借
権
等
の
設

定
を
行
う
。

④
自
ら
耕
作
す
る
。

⑤
そ
の
他
（
例
え
ば
、
農
業
委
員
等
の
協
力

を
得
て
借
り
手
を
探
し
て
も
ら
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
坂
井
　
良
雄
）

遊
休
農
地
の

利
用
意
向
調
査
実
施
！

三
条
市
農
林
関
係
施
策
の
市
長
要
望

三
条
市
農
林
関
係
施
策
の
市
長
要
望

就
任
に
あ
た
っ
て

会
長
代
理

　
　村

　山

　佐
喜
雄
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　今年度も農地中間管理事業の制度が見直されました。その中の「地域集積協力金」については、昨年度ま
では県全体での順位付けの中で採択が決まっていましたが、今年度は市町村単位へと変わり、支援が受けや
すくなったらしく、三条市の管内でノミネートされた対象集落の中に「名下」が入ったと連絡を受けました。
人・農地プランや農地中間管理事業などの説明会では、経営転換・リタイヤする場合の支援である「経営転
換協力金」の話がメーンとなっていました。農地中間管理機構に農地を貸してお金をもらって百姓を辞めた
いが、「借り手がいなければ対象になりません。」と言われ、高齢耕作者や担い手不足の中山間地では絵に描
いた餅と、制度にがっかりしているようでありました。
　しかし、個人ではなく、地域（集落）への支援である「地域集積協力金」はあまり知られておらず、名下
集落では三条地域振興局、農地中間管理機構、三条市農林課から、説明会と題して２回も集落にお越しいた
だき、説明を受けた後、質疑応答、要件の確認をさせていただきました。
　名下集落では、集落の営農法人である「有限会社名下」を早期に立ち上げ、地域の担い手として手を上げ
ており、集落農地約 54ha の内、一昨年時点での経営面積が約 24ha であり、要件である集落の 2割以上の
集積をクリアしています。また、平成 27 年春には２人の離農集積を農地中間管理事業で行っていて実績ポ
イントが高かったようで、新規集積を加えた経営面積が約 28ha となり、新規集積が 1割以上という要件も
クリアできました、また「有限会社名下」のほかに個人（1人）の 1.3ha も加わったことで集落の集積割合が
5割以上 8割以下となり、10a 当り 28,000 円が交付されることになりました。
「地域集積協力金」の使途は「地域農業の発展に資すると考えられる方法で自
由に使用することができる。」とあり、名下集落では国営農地開発事業後、年
数も経って維持補修費が必要になっていますので、「日本型直接支払い交付金」
と合わせて、それに充てることができてとても助かります。
　離農した方々は、それぞれ経営転換協力金も受け取っておられ、個人での農
業経営を止めても「有限会社名下」の社員として手伝ってもらっています。ま
だまだ厳しくなる農業ですが、維持可能な方法をもっともっと模索し実行して
行かなければと考えています。　（坂井　浩行）

農地中間管理事業（農地集積バンク）の支援を受けて農地中間管理事業（農地集積バンク）の支援を受けて
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ベトナムの水上マーケット

タイの稲作地訪問

　
今
の
日
本
農
業
は
大
き
な
岐
路
に
立

た
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
大
き
な
課
題

と
あ
わ
せ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
で
前
途
多

難
な
状
況
で
す
。
最
近
よ
く
マ
ス
コ
ミ

で
東
南
ア
ジ
ア
が
紹
介
さ
れ
ま
す
が
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ど
う
か
。
日
本
と
東
南

ア
ジ
ア
の
関
係
は
ど
う
か
。「
百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
」、
三
条
の
農
業
・
農

家
の
あ
り
方
を
見
直
す
良
い
機
会
に
な

れ
ば
と
思
い
、
１
月
23
日
か
ら
１
週
間

の
視
察
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

《
ベ
ト
ナ
ム
》

メ
コ
ン
デ
ル
タ
稲
作
研
究
所
を
訪
問
し

ま
し
た
。

日
本
の
農

水
省
か
ら

「
日
越
農

業
協
力
中

長
期
ビ

ジ
ョ
ン
」

と
称
し

て
、
営
農

指
導
者
の

育
成
や
加
工
食
品
開
発
な
ど
の
支
援
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
個
々
の

農
家
ま
で
に
は
行
き
届
い
て
い
な
い
よ

う
で
す
。
機
械
化
は
遅
れ
て
い
て
農
業

資
材
も
品
質
が
悪
い
。
イ
ン
フ
ラ
整
備

も
遅
れ
て
い
る
の
で
水
路
が
重
要
な
輸

送
手
段
と
な
り
、
訪
問
し
た
典
型
的
な

稲
作
農
家
で
は
収
穫
し
た
米
や
ス
イ
カ

な
ど
全
て
船
で
運
搬
し
て
い
ま
す
。
流

通
も
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、
販
売
は

地
元
の
市
場
が
中
心
で
水
上
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
乾
季
と
雨
季
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
色
々

な
作
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
タ
イ
》

　
町
に
は
バ
イ
ク
が
多
く
中
に
は
４
人

も
乗
っ
て
い
る
人
が
い
て
ビ
ッ
ク
リ
。

チ
ェ
ン
マ
イ
稲
作
研
究
所
へ
向
か
う
バ

ス
に
乗
っ
た
ら
、
な
ん
と
地
元
の
パ
ト

カ
ー
に
先
導
さ
れ
る
Ｖ
Ｉ
Ｐ
対
応
こ
れ

ま
た
ビ
ッ
ク
リ
ポ
ン
!
よ
ほ
ど
日
本
と

の
関
係
を
大
事
に
し
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
こ
の
研
究
所
で
は
収
穫
量
を
最

優
先
し
た
栽
培
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
で
も
典
型
的
な
農
家
を
訪

問
し
た
と
こ
ろ
、
３
毛
作
で
ち
ょ
う
ど

田
植
の
時
期
で
し
た
。
田
ん
ぼ
は
あ
ま

り
整
地
さ
れ
て
い
な
く
農
道
も
な
い
の

で
作
業
は
田
ん
ぼ
越
し
と
な
る
。
田
植

え
は
先
か
ら
植
え
て
収
穫
は
手
前
か
ら

と
い
っ
た
具
合
で
効
率
が
悪
い
。
一
部

の
少
数
集
落
で
は
今
で
も
象
を
使
っ
て

農
作
業
を
し
て
い
る
ら
し
く
か
な
り
昔

の
日
本
の
よ
う
で
し
た
。

《
感
想
》

　
東
南
ア
ジ
ア
と
日
本
を
比
較
し
て
は

な
ら
な
い
が
、
気
象
条
件
、
立
地
条
件
、

イ
ン
フ
ラ
、
国
民
性
な
ど
は
日
本
と
大

き
な
違
い
が
あ
っ
た
。
戦
後
70
年
を
迎

え
日
本
は
食
糧
難
を
経
験
し
力
強
く
歩

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
消
費
を
美
徳

と
す
る
高
度
成
長
時
代
を
経
て
大
量
の

食
品
を
輸
入
、
大
量
に
消
費
し
、
そ
し

て
大
量
に
廃
棄
し
て
い
る
。
今
一
度
、

日
本
人
の
生
活
、
農
業
、
農
村
、
農
家

の
あ
り
方
を
見
直
す
時
期
に
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
耕
作
目
的
で
農
地
の
権
利
（
所
有

権
や
賃
借
権
な
ど
）
を
取
得
す
る
場

合
は
、
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
の
ち

の
農
業
経
営
の
面
積
が
一
定
の
面
積

に
達
し
な
け
れ
ば
許
可
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
そ
の
面
積
を

「
下
限
面
積
」
と
い
い
ま
す
。）
三
条

市
農
業
委
員
会
で
は
、
下
限
面
積
を

農
地
法
の
規
定
と
同
じ
「
50
ア
ー
ル
」

に
設
定
し
ま
し
た
。

農
地
の
権
利
を

取
得
す
る
場
合
の

　
　
　
　
　下
限
面
積

●申請書の締切日は毎月10日です
　農地の所有権移転や農地転用許可申請などの締
め切りは、毎月10日（10日が休日の場合は前日又は
前 日々）となります。

農地の売買、貸借などの締切日

農地法第３条、４条、５条、基盤強化法関係
4月８日㈮　5月１0日㈫　6月１0日㈮
7月８日㈮　8月１0日㈬　9月９日㈮

                総　会　開　催　日  （予定）

4月28日㈭　5月３1日㈫　6月30日㈭
7月29日㈮　8月31日㈬　9月30日㈮

第
2
回
東
南
ア
ジ
ア
農
業
事
情
視
察
団

「
タ
イ
・ベ
ト
ナ
ム
」に
参
加
し
て

第
2
回
東
南
ア
ジ
ア
農
業
事
情
視
察
団

「
タ
イ
・ベ
ト
ナ
ム
」に
参
加
し
て

会
長
代
理

　村
山

　佐
喜
雄
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締結（公告）
された地域名

締結
総件数

平均額

三条地域全域

最も多い締結額
締結額件数

栄地域全域

下田地域全域

30,000

35,000

21,000

328
（234）

260
（228）

74
（32）

99
（60）

134
（133）

14
（5）

1
（1）

2
（1）

1
（1）

99
（60）

134
（133）

14
（5）

328
（234）

260
（228）

74
（32）

18,500
（17,700）

17,800
（17,300）

11,200
（12,100）

21,100
（15,000）

16,000
（16,000）

16,000
（16,000）

30,300
（30,000）

30,000
（30,000）

21,100
（21,100）

1
（1）

2
（2）

4
（1）

5,000
（5,000）

8,000
（8,000）

1,000
（5,000）

※データは、個人・法人が金銭で締結した件数（物納は除く）を集計したものです。
※平均の金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としています。
※畑についての情報は、締結件数がごく少ないため掲載しておりません。

最　高
締結額件数

最　低
締結額件数

◆◆◆ 農業委員会制度が変わります！ ◆◆◆
　農地利用の最適化（担い手への集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規参入の促進）をさらに
推進するため、農業委員会等に関する法律が改正されました。（平成 28 年 4 月 1 日施行）
　なお、毎年行われていた農業委員会選挙人名簿登載申請書の手続きが今回の改正により、不要になりました。

  農業委員の選出方法が変わります
●農業委員の選出方法は、公職選挙法に基づくものから市町村長が議会の同意を得て任命する方法になりま
す。市町村長は、任命に当たって、あらかじめ地域の農業者や農業団体に候補者の推薦を求め、公募も行
います。推薦と応募の結果は公表が義務付けられ、市町村長にはこれを尊重することが求められています。
●区域内に認定農業者が少ない場合などを除いて、農業委員の過半は認定農業者であることが求められます。
●農業委員の年齢、性別等に著しい偏りが生じないように配慮することが求められています。このため、女
性や青年の登用に向けた機運を高めることが急務となります。

  農地利用最適化推進委員の設置
●農業委員会は、農地等の利用の最適化の推進に取り組む体制を強化するため、農地等の利用の最適化の推
進に熱意と識見を有する者のうちから農地利用最適化推進委員を委嘱します。
●農業委員会は、区域ごとに農業者等から推進委員の候補者の推薦をもとめ、希望者を募集し、その結果を
公表、尊重します。
●農業委員の総会、部会は推進委員に対して担当地域における活動の報告をもとめることができ、推進委員
も総会、部会に出席して意見を述べることができます。農地等の利用の最適化を進めるためには、農業委
員と推進委員が一体的に連携しあって取り組むことが欠かせません。

  新制度への移行時期（三条市の場合）
●新たな農業委員・農地利用最適化推進委員の設置は、現在の農業委員の任期満了（平成 30 年 4 月 30 日）
後となり、今後、新制度への移行に向け検討をすすめます。

賃 借 料 情 報
　標準小作料制度は平成21年の農地法改正で廃止されました。これに代わるものとして提供している賃
借料情報は実勢価格であり、賃借料決定の参考として提供するもので、以前の「標準小作料」とは異な
り拘束力はありません。
　賃借料を決める際には、対象の農地の収穫量、生産物の価格、圃場条件、土地改良費の負担など個々
の状況を考慮し、貸し手と借り手双方で充分な話し合いを行い、納得のうえで決めてください。

　平成27年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料（10アール当り）は、
以下のとおりです。なお、(　)内は平成27年10月～12月までの締結状況です。

（金額単位：円）田（水稲）



vol.21    2016.3.11

「参考賃借料」について
　県内の一部の農業委員会では、「賃借料情報」と
は別に「参考賃借料」を公表しています。三条市
農業委員会として「参考賃借料」を設定するかど
うかについて検討した結果、今回は見送ることに
なりました。主な理由は下記のとおりですが、今
後も引き続き検討を行うこととしました。

１　標準小作料制度が廃止され、現在は条件等に
よって賃借料に大きな差があり、参考賃借料の
公表は混乱を招く恐れがあること。
２　受け手の経営規模、圃場条件、土地改良賦課
金など条件が大きく異なるため、標準的な賃借
料というものは無く、貸し手、借り手の話し合
いで決まるものであること。
３　参考賃借料を示すことで、それが標準と受け
取られ、今まで地域の話し合いで決めていたこ
とが振り出しに戻ってしまう恐れがあること。

平 均 賃 借 料 の 推 移

三条地域 栄 地 域

下田地域

（10アール当り）
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平成28年度　農作業賃金・機械作業料金等標準額
平成28年度の農作業賃金及び機械作業料金等の標準額を次のように定めましたので、お知らせします。
平成28年３月

※農業委員会で設定した賃金及び機械作業料金等は標準額です。
※ほ場の条件等により、双方の話し合いで決めてください。
※機械作業料金・機械運搬料及び育苗の金額は消費税込みの料金です。

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
「
向
日
葵
」
第

二
十
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
６
〜
７
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
の
と
お

り
、参
考
賃
借
料
の
設
定
が
見
送
ら
れ
、

前
年
同
様
の
賃
借
料
情
報
を
掲
載
い
た

し
ま
し
た
。

　
こ
の
前
年
の
賃
借
料
情
報
が
賃
貸
借

の
実
勢
を
反
映
し
て
い
な
い
、
賃
貸
借

の
参
考
・
目
安
に
な
ら
な
い
と
の
指
摘

を
受
け
て
、
村
上
市
や
上
越
市
で
設
定

さ
れ
て
い
る
参
考
賃
借
料
の
設
定
に
つ

い
て
、
総
会
等
で
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
前
記
の
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
後
と
も
、
皆
様
か
ら
率

直
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
春
耕
で
す
。
今
年
一
年
事

故
な
く
豊
作
の
よ
き
年
に
な
り
ま
す
よ

う
、
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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原
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井
　
浩
行

・
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ホ
ー
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ー
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レ
ス

http://w
w
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.city.sanjo.niigata.jp/nouij/index.htm
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